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ギークプラスは中国・北京に本拠

地を置く、物流用ロボットの開発会
社です。同社のロボットはフルフィ
ルメントを効率化する自動搬送機
ですが、写真 1、 2 の通りピックす
る人の所まで棚ごと持ってくるモ
デルです。中国では同国最大の IT

会社アリババグループが運営する
EC モール「天猫（Tmall）」等のフ
ルフィルメントセンター(FC)にも
導入され、既に稼働実績が多数あり
ます。8 月に日本法人が設立され、
（株）アッカ・インターナショナル
が行うアパレルの FC に一部採用さ
れました。現在 30 台が稼働中で、
近々100 台まで増やす予定とのこと。
また、同社は今年だけで 7400 万ド
ル（約 81 億円）を米国のベンチャ
ーキャピタルから調達しており、世
界的にも注目されているベンチャ
ー企業の一つと言えます。 

 

さて、実際に現物を見た感想です
が「いや～、素晴らしい」の一言。
ロボットのハードウェア自体は非

常にシンプルで余計な物が付いて
おらず、低コストで作られています。
肝になるのは、やはり制御機能を担
うソフトウェアの方で、人工知能
（AI）を活用し棚を人の所まで持っ
てくる順番とスピードなどを最適
化することにより、オペレーション
全体の生産性向上を図っています。
ポイントは、ただロボット個々の動
きを速くするだけでは全体の生産
性向上につながらないということ。
ピッキングを行うのは人間であり、
そのスキルには当然差があります。
ギークプラスの AI はピッカーのス
キル（ピックの速さなど）も考慮し
て、棚を持ってくる順番などを変え
ているそうです。確かにロボットが
もの凄いスピードで棚をいくつも
持ってきても、ピックできなければ
待ちの列ができるだけ。もし筆者が
ピッカーだったら心理的なプレッ
シャーも感じてしまいます…。 

 

導入に要する期間は規模にもよ
りますが 3～5 ヶ月間、拡張性も高
く、小さく始めて物量が増えたら都
度拡張も可能。投下資本回収期間
（1/ROI）は 2～3 年とのことでし
た。（しつこいですがあくまで規模
によるので、ご興味ある方は同社ま
で直接問い合わせ願います。） 

生産性の数値としては、現状は手
作業と比べて 3～5 倍だそうです。
導入には投下資本回収期間との兼
ね合いがカギとなりますが、そもそ
も近い将来「人」が圧倒的に足りな
くなるんですよね？早く準備して
おいた方がいいと思うんですが…。 

ここ数年、多くの展示会で様々な

物流ロボットを見てきましたが、つ

いに本格稼働が始まった感じです。

ギークプラスの競合や追随型の搬

送ロボットなども多数出ており、今

後切磋琢磨が見られそうです。当社

も引き続き取材して参ります。  

「企業物流短期動向調査」（2017年９月調査）における国内向け出荷量『荷動き指数』（速報値）をみると、2017年７～９月実績では前期
（４～６月）実績（マイナス１）から３ポイント上昇し、プラス２となりました。『荷動き指数』がプラス水準に浮上したのは、2014 年１～３月実績以
来、３年半ぶりのことですが、少々気になるのは前回（６月）調査時における７～９月見通し（プラス８）より６ポイントも下振れしたことです。 

実績値が（前回調査時における）見通し値よりも下振れする現象は、景気が減退方向に向かっている際にしばしば起こ
ります。もっとも今回は例外で、足元の景気については、むしろ回復基調が鮮明になりつつあると筆者は考えています。 
７～９月実績において『荷動き指数』が下振れした理由は、８月に関東以北で発生した長雨の影響で消費財を中心

に生産・出荷や消費がやや押し下げられたからではないでしょうか。その理由については次回書くことにいたします。 
ｚ
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【国内向け出荷量の見通し】 
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物流ロボットの本格稼働：Geek+が日本に参入 

 

Business Development Unit 

Unit Leader 

坂東 篤 

ロボットを物流現場で実際に稼働
し、“使いこなしている”ケースは
あまりありません。そのような状
況のなか、中国発のロボット会社
「Geek+（ギークプラス）」の現場
を視察する機会を得ましたので報
告いたします。 

写真 2：稼働中の様子 写真 1：ギークプラスのロボット 

写真提供：株式会社ギークプラス 



 

２  日通総研 ニュースレター 

 

 

 

 

2017 年 4 月に全国貨物純流動調査

（以下「物流センサス」）の 2015 年調

査結果が国土交通省より発表されま

した。この物流センサスは、1970 年

調査以来、5 年に 1 回行われる統計調

査で、今回が第 10 回となっています。 

物流センサスは貨物を出荷する主

要産業（鉱業、製造業、卸売業、倉庫

業）の事業所を調査対象としています。

年間調査と3日間調査との2種類がサ

ンプル調査で行われ、集計結果は拡大

推計した年間あるいは 3 日間の全体

値として発表されています。したがっ

て、荷主基準の物流センサスには、輸

送機関の実績から把握されて毎年発

表されている輸送統計とは異なった

特徴がみられます。 

 

この物流センサスから様々な事象

を類推することが可能ですが、今回は

その中から 1 点、もっとも特徴的と感

じられた「出荷形態の二極化」につい

て指摘したいと思います。この出荷形

態の二極化とは①集約的な大ロット

出荷と②小口化する小ロット出荷を

指します。そして、この二極化は産業

間の流動では、大ロット化がサプライ

チェーンの上流、小ロット化が下流で

顕著になったとみられます。 

具体的にみると、3 日間調査結果の

「出荷 1 件あたり平均出荷重量」（以

下、平均流動ロット）の縮小傾向に歯

止めが掛かったことが今回の調査結

果の特徴です。長年縮小が続き 2010

年調査では0.95㌧/件まで低下したも

のが、わずかながら拡大に転じ 2015

年調査では 0.98 ㌧/件となりました。 

ただし、これはあくまで全体の平均

値でみた場合であり、流動ロット帯別

にみると、小ロットの割合が高くなっ

ています。件数ベースで 0.1 ㌧未満の

流動ロットが全体に占める割合は、

2010年調査の 75.1％から 2015年調査

では 79.2％へと拡大しました。 

つまり、大ロットの部分でわずかな

がら件数が増えたことで平均流動ロ

ットが増加に転じる一方、小ロットの

件数も増加したため、大小の二極分化

が進んだといえます。 

 

次に、産業間の流動を 2015 年調査

からみると、重量ベースでは製造業→

製造業のウエイトが高く（図1、赤円）、

件数ベースでは卸売業→小売業･飲食

店が高くなっています（図 2、黄円）。 

これを 2010 年調査と比較すると、

重量ベースでは傾向に変化はありま

せんが、件数ベースでは卸売業→小売

業･飲食店の伸びが著しくなっていま

す。この卸売業→小売業･飲食店の件

数の増加が、小ロット化の大きな要因

になっています。この変化は、卸売業

においてサプライチェーンの川下産

業の多品種少量販売を支える役割が

より強くなっている可能性を示唆し

ています。 

このように大ロットと小ロットに

二極化し、特に小ロット化がサプライ

チェーンの下流で顕著になる中、代表

輸送手段（最も長距離を利用する輸送

手段）における平均流動ロットにも変

化がみられます。 

小ロット化が顕著なのが、貸切トラ

ック輸送です。これまで小ロット輸送

は宅配等の混載輸送が主流でしたが、

卸売業→小売業･飲食店への件数が増

える中で、恐らく大消費地等の地域内

配送において、貸切トラックを使った

ルート配送による店舗向け出荷が増

加したものと筆者は推察しています。 

これらの動向から、これまでの「卸

中抜き」という流れは一段落し、小口

仕分けやシステマチックな配送体制

等、下流への業務支援を物流面で実現

できた卸売業が勝ち残ったというこ

とではないかと考えられます。 

このように、物流センサスをもとに、

物流そして産業構造の変化を読み取

 ることができます。

ロット二極化と川下産業の変化 

図 2：産業間流動量（件数ベース） 
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図 1：産業間流動量（重量ベース） 
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図 2：産業間流動量（件数ベース） 出所：物流センサス（2015年調査） 

国土交通省の「全国貨物純流動調査
（物流センサス）」に携わった峯が、
産業構造と物流変化の関連性につ
いて紹介します。 
 
物流センサスの詳細は、以下の HP
でご覧いただけます。
http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/transpo

rt/butsuryu06100.html (2017/10/3 現在) 
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倉庫作業分析のための「ろじたん」
を事務作業の現場で「見える化」
に活用した事例を、関西地区担当
の福井が紹介します。 
小さな「見える化」が予想外の結
果を示し、大きな改善につながる
こともあります。 

 

 
 
 

 

 

昨今、WMS（倉庫管理システム）

やハンディターミナルを使って、倉

庫内の作業時間の「見える化」に力

を入れている物流倉庫は多くありま

すが、物流倉庫の事務員の作業時間

についてはどうでしょう。事務作業

の時間まで計測しているという現場

今は少ないのではないでしょうか。

回は輸出入の通関書類作成やコン

テナの配送手配を行なう 20 名の

事務員をかかえた物流倉庫、そこ

に配属された新任の管理責任者が

行なった事務員の作業の「見える

化」によって意外な実態が判明し

た事例を紹介します。 

 

ピッキング棚や出荷口など、様々

な場所を行き来する倉庫作業員と違

って、事務作業員はずっとパソコン

の前に座っているので、誰がどんな

作業をしているのか一見わかりませ

ん。新しい管理責任者は、「本当に事

務作業に 20 名も必要なの？」と疑問

に思っても、実態が把握しにくいた

め疑問を口にしづらい状況にありま

そこで、そのような状況をした。

打開するために事務員の作業内容

を「ろじたん」を使って計測して

みることにしました。 

 

まず、顧客に請求している1件あた

りの通関手数料が妥当な金額かどう

かを検証するために、売上の上位4社

の大手顧客について、通関書類の作

成・作成した書類のチェック・請求

書作成・メール対応・電話応対の時

間をそれぞれ顧客単位で計測するこ

とにしました。事務員の中には、自

分達に対する管理が厳しくなるので

はないかと、警戒する方もいました

が、目的を説明すると理解・納得し

て積極的に協力してくれました。こ

の倉庫では、アパレル会社の荷物を

多く取り扱っています。多くのアパ

レル会社では、衣類を中国や東南ア

ジアで生産してから日本に輸入して

いますが、ボタンや衣類ラベルなど

の「副資材」と呼ばれるものの一部

については、日本で生産したものを

生産国へ輸出し、副資材が付けられ

た製品を輸入する際に副資材の価格

分の免税手続きを行ないます。この

手続きの根拠法となっているのが

「暫定8条」（略してザンパチ）です。

この暫定8条の手続きを含む場合は、

書類作成にかなり時間を要するた

め、通常の通関手数料以外に別途手

数料を請求します。今回の作業時間

計測では、この「暫定8条の書類作成」

にどのくらい時間がかかっているか

を顧客別に計測することにしました。

「かかった作業時間≒コスト」とい

う考え方に基づく個建て単価（通関

手数料と暫定8条手数料）の検証が目

的です。「ろじたん」で作業者のスマ

ートフォンに表示される画面には、

下図の計測作業項目のボタンを設定

しました。 

 

計測してみると、意外なことがわ

かりました。比率的に多いと思って

いた上位 4 社の顧客に対する事務作

業時間は、4 社合計で全体の約 10％

しかありませんでした。売上の少な

いその他の顧客に対して、全体の

38％と多くの時間がかかっていたの

です。また、時間がかかっているは

ずの暫定 8条の書類作成については、

作業全体の 2％程度に過ぎませんで

した。通関書類 1 件あたりの処理時

間は、通関アイテム数と種類、顧客

からの書類のタイムリーな受領、事

務員の生産性など、様々な要因によ

って変わってきます。取扱数が少な

かったため、これまであまり意識し

ていなかった顧客の入出荷傾向や、

事務員の作業生産性が把握できるよ

うになりました。 

 

今回の計測結果により、事務員そ

れぞれが何をしているのか、今では

管理責任者も把握できるようになり

ました。また、書類作成時間に影響

を及ぼす顧客の入出荷傾向もある程

度把握できるようになりました。作

業員ごとの時間あたりのピッキング

件数を WMS やハンディターミナル

で取得できる倉庫と同様、「各事務員

の書類 1 件あたりの処理時間」とい

う生産性をきちんと評価する重要性

と、それを適切な人員配置に生かす

ことができるという利点に気付いた

とのことです。 

意外と盲点になっている事務員の

作業の「見える化」、取り組んでみる

価値はあるのではないでしょうか。 

  

「ろじたん」で簡単端末作業分析 

Advanced Technology Unit 

Consultant 

福井 康雅 

Advanced Technology Unit 
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福井 康雅 
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◆ウラジオストク自由港の現状 

極東ロシアにおいては、2015 年に

優先的社会経済発展区域（TOR）およ

びウラジオストク自由港が新たな特

区として設けられ、入居企業に対する

行政手続きの簡素化や税制面での優

遇措置など、投資誘致政策が積極的に

進められています。 

ウラジオストク自由港の対象は、ウ

ラジオストク市やナホトカ市を含む

沿海地方の 20 市・地区となっており、

TOR と同様の優遇措置を受けること

が可能となっています。 

物流に関わるところでは、①通関・

検疫のワンストップ化、②国境ポイン

ト（港湾・空港）の 24 時間稼働化、

③海上貨物の到着事前通知の義務化

などがあります。新法のもとでは、①

植物検疫や動物検疫を税関が実施す

ることとなり、通関および検疫の窓口

がワンストップ化されました。また、

②ウラジオストク自由港内の全ての

港湾、およびウラジオストク空港の通

関ポイントが 24 時間対応になるとさ

れていますが、まだすべての国境ポイ

ントで実現はされていません。ウラジ

オストク港およびボストーチヌイ港

では、荷役オペレーションのほかトラ

ンジット手続きがすでに 24 時間対応

になっています。トランジット手続き

については鉄道のスケジュールとの

関係上 24 時間対応となりましたが、

輸出入申告への対応は、まだ 24 時間

化されていないとのことです。③につ

いては、対象港湾以外の港湾でも事前

通知が可能となっていますが、対象港

湾では、すべての海上貨物について、

到着前に通知をしなければならなく

なりました。事前通知がない場合は、

税関のリスク管理システムにより、リ

スクを含む貨物として扱われること

になるそうです。①～③はいずれも、

到着後の通関手続きやトランジット

手続きを迅速化するための取り組み

となっています。 

また、ロシア全土において、HS コ

ード（関税番号）の事前教示制度、通

関申告の電子化なども始まっています。

実際、ボストーチヌイ税関では、輸出

入通関については 100%、トランジッ

ト手続きについても96%が電子申告に

なっているとのことです。 

 

◆ロシアの貿易・通関手続きに対 

する国際評価 

しかし、世界銀行の 2017 年「ビジ

ネス環境ランキング」によると、ロシ

アは総合ランキングで 190 ヵ国中 40

位であるのに対し、“Trading across 

Borders”という貿易に関する項目で

は 140 位です。同じく世界銀行による

2016 年“Logistics 

Performance Index”（LPI、

物流パフォーマンス指標）

では、総合では 160 ヵ国中

99 位ですが、通関手続きの

効率性に関する項目では

141 位と、低い評価となっ

ています。また、2017 年の

日本経済団体連合会によ

るアンケート調査では、ロシアビジネ

スの問題点として「輸出入手続きの問

題」が第 2 位に挙げられています（不

透明かつ煩雑な通関手続き、必要書類

が多く許認可手続き等にかかる所要

日数が長い、など）。2016 年のジェト

ロによるアンケート調査でも、「通関

手続きの電子化」や「必要書類の削減」

については「改善している」との評価

もみられますが、「通関などの諸手続

きが煩雑」、「通関に時間を要する」が

それぞれ問題点の第 1 位、第 2 位に挙

げられていました。 

このように、ロシアの通関事情に関

しては一定の評価はされているもの

の、日露貿易促進のためには、通関手

続きに関するさらなる改善が必要と

みられているようです。 

本年度も日露首脳会談等が活発に

行われており、ヤマル半島などの

LNG 開発、北極海航路、シベリア鉄

道など、日本ビジネス界においてもロ

シアへの注目度が高まっています。極

東ロシア、特にウラジオストクは「2

時間で行けるヨーロッパ」です。滞在

日数 8 日間以内の簡易ビザ制度も始

まりましたので、一度足を運んでみて

はいかがでしょうか。 

※「Nric ブログ」（Web）では他の写

真もご覧いただけます。
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◆ＩＦＡ／ベルリン国際コンシューマー・エレクトロニクス展 （次回トピックは変更になることがあります。） 

購読のご希望がございましたらご連絡ください。また、ご意見・ご感想・ご要望、お待ちしております。 
URL：http://www.nittsu-soken.co.jp   ★Nric ブログでも記事をご覧いただけます。［Nric ブログ］で検索！ 
日通総研 編集部 mail：logi_plus_pr@nittsu-soken.jp 

前回 9 月号のロシアの鉄道輸送と
Primorye 回廊についてのレポート
に引き続き、今月号では大原が現
地で見たウラジオストク港湾の現
状と、ロシア物流に対する国際評
価や改善の必要性について報告し
ます。 
 

ウラジオストク商業港：鉄道駅が港湾敷地内にあるためドレージ
輸送の必要がなく、鉄道との積み替えがスムーズにできます。 


